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以
前
に
於
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マ
ル
ク
ス
の.

值
値
論
、
傲

格

論

第

十

】

魏

ニ

一

ハ 

で
も
、或
商
品

^

對

I

て
.は
大
に
，需
要
が
あ
ら

.て
他
の
商
品
に
對
し
て
は
甚
だ
®
要
が
少
な
い 

ビ
す
れ
ば
、一
方
は
偾
値
の
比
例
以
上
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一

方
は
比
例
以

下

に

賣

れ

る

ビ

云

ふ
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と
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起

つ
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球
 

な
け
れ
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な

ら

ぬ
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一

此

章

態
の

永

續

す

：
る

こ

ど

を許
さ
ぬ
の
は
た

>

 
自

凼

競

f

生

產

潜

が

生

あ
る
ヵ
此
假

&

ヵ
ぼ
^

れ

3
ヒ
す
れ
ば

*

此
調
節
も
行
は
れ
ぬ
喾
で
あ
る
し
、夂
此
假
定
を
許
せ

て
マ
ル
ク
ス
の
初

_

0
偾
値
論

’價
‘格
論
を
參

#

し

.て
：其
思
想
發
達
の
經
路
を
窺
ふ
こ
ど
は
決 

^
七

«

用
の
閑

3]
1

業
で
は
な
ぃ
の
で
ぁ
る
。

r

完v

近
世
資
本
：主
義
起
源
考
續
論
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阿

部
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助
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五
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戰
爭
の
勝
收
が
主
ヒ
し
て
之
れ
を
企
て
し
も
の
、
有
せ
し
軍
資
金
の
大
小
に
よ
っ
て
決
せ 

も
：れ：し
こ

ビ

は
：吾

人

豹

旣

'.
:に
普
時
に
於
け
る
：日

5

曼
说
族
の
間
に
於
て
見
し
處
で
、ビ

ザ

ン
チ 

:
ク
ム
,帝
國
が
四
,
の
諸
國
に
對
し
て
國
運
を
維
持
せ
し
も
又
た
雇
兵
制
度
の
.結
果
で
あ
る
、其 

.他
！I

I

曆
九

II
七

十

：六
：年

か

ら

.九
百
七
十
八
年
に
か
け
て

ダ

ェ
ふ
一
ス
の
大
統
領
で
あ
っ
た
ビ
本

ト
ロ
，ォ

'I
/

セ
ロ
，
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兵
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度
を
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マ
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が
ナ
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.

パ
ノ
の
大
公
に
雇
は
れ
し
が
如
き
、$
に
ァ
ン
ジ
ュ

I

の
フ
ル

n

伯
が
記
述
せ
し
も
の
に
よ
れ 

ば
伯
が
ブ

,

タ
ー

-

!

ュ
の
領
土

(€

關
し
て
シ
ャ
，ル
ト
レ
ー
の
ォ
ド
ビ
爭
ひ
し
際
に
は
彼
れ
の

，
下
こ

®

f ^

を
使
役
せ
し

V
J

い
ふ
こ
で
あ
る
、尙ほ
マ
チ

\

デ
伯
夫
入
の
街
せ
し
麗
兵
は
獨

.

.

. 

.

.

. 

:

逸
を
始
め
し

.谷
國
に
國

0

を
有
せ
し
も
の
よ
り
成
立
し
て

.，ゐ
た
の
で
あ
；る
。

斯
く
の
如
き
は 

:

笫十

S

コ
鬼
ニ
七
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近
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本
主
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第
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虎

二

八

明
か
に
軍
事
上
に
於
け
る
資
本
；主
義

0

禮
透
が
铣

k

十

字

軍

以

前•{
,
:
蒋

せ

し

こ

ご

を

示

す

も
 

の

で

殊:{
:

戰

時
.的
.
企

業

の

資

本

主
_

化
が
.最

も

早

べ

發

生

し

た

の

は

以

太

利

の

都

市

殊

,;
之 

れ
が
梅

m

で
此
の
方
而
に
於
て
は
恰
も
株
式
組
織
の
企
業
た
る
性
質
を
有
し
、普
通
斯
く
の
如 

き
戰
ル
の

場
合

紀
於
け
る

|1
,
資
教
の
は
哪
爭
其

者
に
よ

つ
て

齋
も
这
抵

し
分
捕
品

0

分
配
に 

參
加
し
得

む
a

R.

於
て
之
れ
が
割
前
は
戦
場
に
於

‘

て
，努
力
せ
し
將
士
：よ
り
‘

遙
か
に
大
な
る 

部
分
を
占
め
た
の
で
あ
る
。
又
、封
建
時
代
に
於
竹
る
主
從
關
係
が
必
中
む
も
絕
對
的
の
も
の 

で
な
へ
か

0

た
こ
と

^

ノ
ル
マ
ン
デ
ー
の

ウ
ィ
ジ
ャ
ム
が
イ
ン
グ
ラ
ン
^
を
征
服
せ
ん
ビ
せ
し 

&

に
彼
れ
の
部
下
が
其
命
を
寧
：せ

ざ

々
し
一
事

K

よ
つ
て
も
之
れ
を
知

：

る
を
得
る
の
で
あ
る
。
 

斯
ズ
の
如
く
虫
從
關
係
が
絕
對
的
で
な
か
つ
た
こ

ビ

は
自
か
ち
他
に
之
れ
が
不
足
せ
る
數
を 

補
充
す
る
必
耍
が
あ
る

0
,で
あ
る
。

;;
:
現
に
其
：部

1

に
拒
絕
せ
ら
れ
た
ウ
ィ
リ
ャ
ム
は
高
率
の 

r

金
と
イ
ン
ク
ラ
ン
ド

.征
服
；の

a

擧
ピ

集
し
次
の
で
め
る
、而
じ
て
以
上
の
如
き
事
情
は
僻
ほ
昔
時
の
希
臘

R

於
け
る

c
o
n
d
o
t
l

の
加
、
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戰
爭
齡
負
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す

る
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る
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つ
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の

で

あ

る

。

;.
-
即

ち
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が

業

務

と
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:

る：處
は
若
干
の
資
金
を
支
柳
し
も
の
に
對
し
て
は
相
當
の
戰
鬪
員
を
供
給
し
又
た
作
戰
的
方

面
ゆ
も

»

つ
72

の
で
あ
る

0

丽
^

て
-

之
が
鄭
蹄
に
於
け
る
代
表

■
者
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口
：マ
ン
ッ
エ

^
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の
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彼
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國
民
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办

な

る
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千
の

雇

兵
に

長

ビ
し

て
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時
は
基

®

敎
の
里
候

' 

の
爲
め
に

1

或
時
は
：同
敎
徒
の
爲
め
に
戰
つ

.

た
0,

で
あ
る
。

0

し

%
之 

%:サ

§>
M
 
&
.
f

な
®

.は
宗
敎
の
如

®

I;
あ
.ら

す

1>
て
單
に
軍
隊
に
支
給
せ
ら
れ

し

®

資
金
又 

^

ゆ
分

»

品
に
存

11
,

た

0

で
令
る
。

!

次
§;
.は
豐
富

«

る
奪
資
金
を
：_

し

で

ゐ

た

英

玉

へ

ン，
ヌ 

■
V
一
 

呀
は
千
百

.

三
年
に
フ
ハ
ラ
ン
ダ

_

1

の
ロ
 

•
ベ
,

ト
伯
か

' 

ら
年
に
四

' 

西
麻
を
变
娜
つ
て
千
人
の 

士
，を

.

得
'

た
こ
ヒ
が
，あ
る

。

，
：
' 是
等
の
騎
士
は
勿
論
、封
建
的
制
度

.

の

命

ず

る
處
に
ょ

0

ば
義
務 

以
^

0.

服
役

«-

を
を
以
，て
伯
は
彼
等
に
對
し
て
顿
に
一
定
の

給

料
を
支
給
す
る
の
必
耍
が
办 

る
の
で
，あ
を
。

此
場
：合
：に
；於
け
る
；伯
は
二

»

の
m

時
的
企
業
家
で
；彼
れ
は

&

B

の
許
に
あ
る 

榮
カ
を
買
つ
て
之
れ
を
英
王
：に

'
賣
付
け

.

た
の
で
あ
る
。
而
し
て
斯
く
の
如
き
組
織
又
た
は
.方
 

,
法
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ン
グ
ト
の
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_

者
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る

.

ス
.

一
ス
フ
ァ

y
0.

時
代
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に
於

V

兒
備
し
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.

處
に
は
千
人
の
常
備
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®

が
設
け
ら
る
、
に
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'

率
：.
つ
れ
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の
で
あ
る
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が
之
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も
勢

'

-
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家
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0.

ク
ィ

y
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ゆ
手
.

工
業
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裁
他
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級
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も
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，

^
 I

圑
と

L

て
麗
' 

揉
制
度
を
組
織
し
た
の
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M

故
.

。
喪
ず
る

'

に
以
上
—
史
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に
ょ
つ
て
明
自
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:
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^

た
歟
は
攻

»

的
#

軌
に
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し
て
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一
醜
三
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ftsjsr

度
は

%

ろ

之

れ

を

-£

否
す
る
も
の
な
る
を
以
て
特
に
斯
く
の
如
•き
場
へ
ロ
に
は
軍
資
金
の

幾
.部
分
ー
を
以
て
騎
士

^

醉
入
“

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

玆

に

®

術
上
に
於
け
る
資
本
主

_

の
滲
遂
の
所
因

^

求
む
る
を
得
る
の
で
あ
る
。
：而
し

て

資
本
主
義

其
者
の

慘
透
は

單
に

以

上

述
.ぶ

る
が
如
き
騎
士
の
み
に
止
ま
ら
ず
し
て
射
手
、督
手
典
他
の
補
肋
部
隊
に
對
し
て
も

同
じ 

で
あ
る

0 

:

5E
中
，に

あ

る

商

人

が

之

れ

が

部

隊

に

ょ

つ

て

潇
ら

S

れ
た
分
捕
品
を
買
汆
め
て

15
に
高
價 

に
賣
挪
ふ
史
實
は

旣

に
羅
馬
の
時
代
に

#

す
る
處
で
あ
る

S

に
以
上
ビ
全
く
異
な
つ
た
利 

益
を
十
宇

.

軍
時
代
^
商
業
は
齋
ら
し
た
の
で

あ
る
。
:
即
ち
十
字
軍
以
前
に
商
業
及
航
®
業
ニ 

於
て
腕
に
發
達
し
た
以
太
利
の
海
港
は
十
字
軍
に
ょ
つ
て
再
に
新
た
な
る
膨
脹
發
達
を
遂
ぐ 

る
に
至
つ
た
の

で

あ

る

。:'
殊
に
是

_

の
都
市
を

(
し
て
大
な
る
利
益
を

擧

げ
し
め
た
も
の
は
ナ 

字
軍
の
從
軍
者
を
輸
送

」

せ
し

」
J

ど
S

同
：時
に
東
洋
方
面
の
産
物
の
集
散
地
た

6

し
シ
ジ
ァ
、パ
 

:

シ
ス
チ

.

ナ
の
諸
港
；が

.

十
；字

.

軍
.

の
結
.

：果

基

督

敎
ff
i

の
ぃ
勢
力
範
圍
と
化
し
特
に
以
太
利
の
都
市
は 

是
：等

0

諸

漭

に

各

自

，の

居

：留

她：：

を

設
.
く

.

る
に
；：至

つ

た

こ

ど

で

b

る
。

以
上
、資

本
主
義

0
；

發
達

.が
：封

.建

制

度

の

，崩

壞

を

意

味

す

る

ビ

共
R

他
の
：J

面

に

於

て

は

封

建
制
度
が
資
本
主
義
の
上
に
及
ぼ
し
：た
影
響
も
少
く
な
い
の
で
あ
る
。
例
者
，ゥ
ェ
二
ス
は
自 

己
が
武
力
に
ょ
つ
て
占
領
せ
し
力
ン
チ
ァ
及
コ

\

フ
ー
を
維
持
す
る
必
要
上
•此
方
面
及
其
後 

は
モ
レ
ァ
に
於
て
封
建
的

.の
經
濟
及
：社

#

組
：.
織
を
實
施
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、グェ
ニ
ス
の 

金
.權
的
豪
族
が
|:_封
肆
的
の
領
主

:レ
な
つ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
同
市

0

殖

K

地
に
於
け 

♦
封
雖
的
貴
族
の
成
立
は
千
ニ
铒
九
十
七
年
に
於
て
、ヴ
，
ニ
ス
に
於
け

る

世
®
的
貴
族
を
齋 

ら
す
に
窀
つ
た
の
で
あ
る
。
又
、せ

X

 

K

も
彼
れ
が
有
せ
し
采
邑
は
同
市

k

於
け
る
貴
族
の
領 

す
る
處
ダ

r

な
つ
た
の

'で
あ
る
。

:

Hl
に
レ
ヷ

v

ト
方
面
に
於
け
：る
グ
ェ
ニ

ス

.及
せ
ノ

ァ

の
殖
民
地
に
於
て
吾
人
の
見
る
處
は 

:

昔

時
：.

の
'封
建
的

.土
地

®

用
方
法
が
漸
次
資
本
主
義
化
せ
ん
ど
せ

し

乙

ビ

で

あ

る

。

即
ち
力
.
ン 

デ
ァ
、チ
.ォ
ス
、ナ
ィ
ブ
ラ
ス
方
面
に
於
け
る
：中
«
の
ノ
農
業
組
織
が
資
本
主
義
化
せ
る
如
き
は
之 

れ
が

I

例
で
あ
る
。
次
ぎ
に
取
洋
方
面
に
於
け
る
生
糸
其
他
の
生
產
が
始
め
て
以
太
利
に
資

. 

本
主
義
的
經
營
を
敎
え
、斯
く
し
て
家
內

H
*

又
た
は
製
造
所
な
る
も
の
が
成
立
す
る
に
至
つ 

.た
の
で
あ
る

0.:

尙
ほ
資
本
主
義
ば
以
太
利
其
他
諸
國
：の
農
業
上
に
關
係
し
汊
當
時
發
達
せ
し
都
市
は
是
等

第十六

^

(

i

一一ブー

0 

_

m;
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近
.世
資
本
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越
源
考
緻
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論
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肷

資

本

主

義

趄

淑

考

褂

論
 

.

鹆

十

ー

號

三

.ニ 

-の
農
逾
物
の
市
場
に
化
す
る
比
至
つ

.た

0.
で
あ
る
。
又
一
般
餘
民

0;
地
虫
に

•
對
す
る

w

fi
は
 

舞
約
に
よ
つ
て
前
者
は
後
者
に
興
勞
カ
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
水
称
西
姓
は
解
放 

せ
ら
れ
て

一

部
は
日

.傭
に

X

り

一

部
は
永
小
作
人
又
た
ぼ

*

通
の
小
作
人
に
よ
つ
て
®
充
せ 

ら
.る
、
に
至

.
つ

:^
の
で
あ

'る
。

.斯
く
て
十
手
軍
は
之
れ
を
一
廊
よ

..り
見
’れ

ば

封

建

制

度

の

煅 

高
點
に
到
達
し
た
時
代
の
如
く
に
見
ゆ
る
の
で
あ
る
が
、然
し
他
の
一
面

よ

り
見
れ
ば
陇
に
此 

M

度
を
破

*

使
ん
汶
す
る
新
組
織

0.
發
生
せ
る
を
铋
る
の
で
あ
る
。

之
れ
を
要
す
る
に
：ズレ
シ

： '
ダ
'ノ
敎

.按
の
說
は
商
業
、金
貨
及
戰
事

0

中
に
近
世
資
本
主
義
の 

»

源
，を
求

&.
ん

ど

す

：る
も
，：の

-:
で
資
本
 

上

に

組

織

せ

ら

れ

た

十
字
軍

從
璀
者
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戦

爭
は

之

れ

が
欺

'響して以太利其

_他
の

®.
國
.に
於
け
る
工
業
及
農
業
に
資
本
主
義
的
經 

濟

f t
織
を
法
入

’す

.命
に
至
斯
く
し
て
資
本
主
義
は
十
三
、十四
、

+

3£
の
三
世
賴
を
通
じ
て
以 

太
利
に

.；於
け
る
各
種
：の

*:
業
を

s

ff
i

す
る
に
茧
つ
沱
ビ

云
.

ふ
の
で
あ
る
？

英

國

！

 ̂_

け

ろ

經

濟

的

秩

序

の

恢

復

m

江

歸

本
論
は
前
號
に
揭
げ
た

%

«

問
題
に
關
す
る
二
三
の
考
察

j
Q

續
稿

ビ

し
て
、執
筆
し
た
も
の 

で

あ
.

c
\
^

す

。

英
蘭
被
行
の
利
率
引
下
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英
國
の
經
濟
駔
織

#:
に
，
#

濟
制
度

S

、州

戰

爭

の

.爲
め
に
、力

な

る

打

撃

を

蒙

つ

た

が

、今
，や 

聯
合
：諸
：國

全

體

を

通

じ

：て
、最

も

早

く

恢

，復

0
;
曙
光
を
仰
ぐ
を
得
る
に
帛
つ
た
。
私
は
前
號
の 

本
訪
：に
於
て
、物
偾
問
題
の
方
面
か
ら
聊
か
吧

^

を
論
述
し
た
が
、本
號
に
於
て
は
金
融
幷
に
鈒 

行

業

の

方

面

か

ら

、同

欉

：の

.研
究

.を
試
み
ょ
：ー
ぅ
ビ
考
へ
る

。

,

歐
洲
戰
爭
の
開
始
以
來

.

英
國
金
融
市
場
の
'金
利
步
合

は
、戰
前
の
平
和
時
代
に
行
は
れ
た
も 

の
に
比
較
し
て
、常
に
高
率
に
居
る

こ

k

を
免
が
れ
な
か

.

つ
た
"

試
に
開
戰
以
來
最
近
に
兎
る 

ま
で
の
英
蘭
鈒
行
割
引
步
合
を
見
る

^

、左
表
の
如
く
で
あ
る
。
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